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小笠原ミニシンポジウム 2019 実施報告
 可知　直毅（首都大学東京理学研究科客員教授）
要　　　約
小笠原諸島返還 50 周年および日本島嶼学会設立 20 周年を記念して、2019 年 3 月 7 日
（木）に、小笠原村福祉センター（父島）にて、日本島嶼学会と首都大学東京小笠原研究委
員会の共催による公開ミニシンポジウム「小笠原の自然と文化と歴史：研究者に期待され
ること」を開催した。平日にもかかわらず、島の長老をはじめ、村議会議員、小笠原村、
東京都小笠原支庁、環境省などの職員や地元 NPO の関係者など小笠原在住者のほか、日
本島嶼学会会委員や本学の教員等内地からも含め 82 名が参加した。
Ⅰ．はじめに
2018 年は、1968 年 6 月 26 日に小笠原諸島が日本に返還されてから 50 年の節目であり、
小笠原諸島返還 50 周年記念事業実行委員会（2018）が窓口となり様々な事業やイベントが
開催された。また、返還直後の 1968 年 8 月 6 日〜 8 月 20 日に團 勝磨総長を団長とする学
術調査団が派遣されたのをきっかけとなり、東京都立大学の小笠原研究が開始された。さ
らに、日本島嶼学会が、2019 年 3 月 4 日〜 3 月 9 日に設立 20 周年を記念して父島へのエ
クスカーションを実施した。このエクスカーションの一環として、2019 年 3 月 7 日に小笠
原村福祉センター（父島）にて、首都大学東京小笠原研究委員会との共催、小笠原村の協
力により、「小笠原の自然と文化と歴史：研究者に期待されること」をテーマとしたミニシ
ンポジウムを実施した（図 1）。以下にその概要について報告する。
Ⅱ．ミニシンポジウム
可知直毅日本島嶼学会副会長が、文系から理系まで様々な専門分野の研究者が研究を通
して小笠原村の発展に貢献することを目指すというシンポジウムの趣旨を説明した。その後、
1972 年に沖縄で生まれた人々（復帰っ子）の集まりである沖縄県復帰っ子連絡協議会（代
表：前泊美紀氏）からのビデオメッセージが紹介された。また、奄美群島の日本復帰運動
を伝承する会（会長：西平 功氏、事務局長：花井恒三氏）からのメッセージが紹介された。
可知直毅副会長（前首都大学東京小笠原研究委員長）が「23 年間の小笠原研究を振り返
る」というタイトルで、小笠原の固有植物オオハマギキョウの生活史と個体群動態や外来
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図 1　ミニシンポジウムのポスターとプログラム
図 2　ミニシンポジウム参加者（撮影：夏野葉月）
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種のヤギにより生態系が劣化した聟島列島の媒島をモデルにしたヤギ駆除後の生態系の変
化について解説した。また、研究者の社会的責任についても言及した。次に、松山 洋教授
（首都大学東京・都市環境学部）が小笠原における渇水をテーマにその水文・気候学的な要
因について解説した。
自然系の 2 題の講演に続き、ロング ダニエル教授（首都大学東京・人文社会学部）が欧
米系島民の小笠原ことばの研究をとおして、現在島根県に在住する方が欧米系の子孫であ
ることを突き止めた話題を紹介した。さらに、小西潤子教授（沖縄県立芸術大学・音楽学
部）が、小笠原の南洋踊りのルーツは南洋から伝わった行進踊りであることを紹介し、竹
富島や波照間島に伝わった行進踊りとの比較について解説した。続いて、真崎翔博士研究
員（名古屋大学・国際開発研究科）が、硫黄島をテーマに小笠原の地理的・地政学的な特
性を概説するとともに沖縄の基地問題とも関連する普遍的な課題についても言及した。次
に、小笠原在住の延島冬生氏（元小笠原村職員）が、小笠原諸島の古絵図・古写真から当
時の様子がさまざま読み解けることを紹介した。
総合討論では、島に長年在住している方々だけでなく、ボランテイアとして島に短期間
滞在している若い方々などからも発言があり、研究者に期待されることについて多様な要
望や議論がかわされた。また、シンポジウムに参加した島の長老からも昔の様子について
のコメントや南洋踊りかかわる感想なども披露された。詳細については、付録の要旨集を
参照されたい。
このシンポジウムには、おがさわら丸入港中の平日にもかかわらず、島の長老をはじめ、
村議会議員、小笠原村、東京都小笠原支庁、環境省などの職員や地元 NPO の関係者など
に加え、日本島嶼学会会委員や本学の教員等内地からも含め 82 名が参加した（図 2）。ま
た、シンポジウム終了後、地元関係者も交え懇親会を開催した。参加者は 30 名ほどであっ
た。
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文　　　献
小笠原諸島返還 50 周年記念事業実行委員会（2018）夢受け継いで 50 年、未来へ羽ばたけ
小笠原．https://50th.anniv-ogasawara.gr.jp
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付録　ミニシンポジウム要旨集
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